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は
じ
め
に

　﹃
写し
ゃ

山さ
ん

要よ
う

訣け
つ

﹄
は
︑
地
質
学
者
・
画
家
で
あ
る
高
島
北
海
（Takashim

a 

H
okkai, 

一
八
五
〇
年
︱
一
九
三
一
年
）
が
書
い
た
画
論
で
あ
り
︑
一
九
〇
三
年

（
明
治
三
十
六
年
）
に
︑
東
京
の
東
陽
堂
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
︒
一
九
五
七
年
︑

中
国
画
家
傅
抱
石
（Fu Baoshi, 

一
九
〇
四
年
︱
一
九
六
五
年
）
は
本
書
を
中
国
語

に
訳
し
て
︑﹃
写
山
要
法
﹄
と
い
う
新
し
い
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
︑
上
海
人
民

美
術
出
版
社
を
通
じ
て
出
版
し
た
︒
傅
抱
石
は
中
国
画
壇
で
は
高
名
な
画
家
で

あ
り
︑
美
術
史
に
お
い
て
重
要
な
研
究
対
象（

1
）

で
あ
る
も
の
の
︑
彼
の
翻
訳
書

﹃
写
山
要
法
﹄
や
そ
の
原
本
で
あ
る
﹃
写
山
要
訣
﹄
に
関
し
て
は
︑
こ
れ
ま
で

検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
︒
特
に
︑
日
本
で
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

翻
訳
書
﹃
写
山
要
法
﹄
は
︑
中
国
で
は
傅
抱
石
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
著
書
で
あ
る

と
い
う
誤
解
も
し
ば
し
ば
散
見
さ
れ
る
︒
本
論
文
は
︑
傅
抱
石
の
翻
訳
・
紹
介

活
動
を
通
じ
て
︑﹃
写
山
要
訣
﹄
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
中
国
の
読
者
に
認
識

さ
れ
︑
受
容
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
︒

一
、
高
島
北
海
と
﹃
写
山
要
訣
﹄
︱
︱
地
質
学
に
由
来
す
る
新
画
論

　
ま
ず
は
︑
高
島
北
海
の
生
涯
と
﹃
写
山
要
訣
﹄
の
概
要
を
紹
介
す
る
︒
高
島

北
海
は
︑
一
八
五
〇
年
（
嘉
永
三
年
）
の
九
月
二
十
六
日
︑
日
本
長
門
国
阿
武

郡
萩
江
向
村
（
現
・
山
口
県
萩
市
）
に
︑
萩
藩
の
藩
医
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
︒

高
島
北
海
﹃
写
山
要
訣
﹄
の
中
国
受
容

︱
︱
傅
抱
石
の
翻
訳
・
紹
介
を
中
心
に

陳
　
藝
婕
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本
名
は
得
三
︑
幼
名
は
和
三
郎
︑
雅
号
は
北
海
で
あ
る
︒
彼
は
地
質
・
山
林
関

係
の
官
員
と
し
て
︑
約
二
十
五
年
間
農
商
務
省
に
勤
め
た
︒
一
九
〇
二
年
（
明

治
三
十
五
年
）︑
五
十
二
歳
の
高
島
北
海
は
正
式
に
画
家
と
な
り
︑
中
央
画
壇

で
活
躍
し
始
め
た
︒
一
九
〇
七
年
︑
幹
事
と
し
て
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
文

展
）
の
創
立
に
携
わ
り
︑
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
一
七
年
ま
で
審
査
員
を
担
当

し
た
︒
日
本
国
内
外
の
博
覧
会
・
展
覧
会
で
は
金
銀
銅
賞
を
頻
繁
に
受
賞
し
︑

旧
派
画
家
の
代
表
者
と
し
て
画
壇
で
は
高
い
地
位
を
確
立
し
た
︒
一
九
一
八
年

（
大
正
七
年
）
文
展
審
査
員
の
辞
職
を
契
機
に
︑
高
島
北
海
は
徐
々
に
中
央
画

壇
か
ら
距
離
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
そ
れ
以
降
︑
高
島
北
海
の
芸
術
的
な
影

響
力
は
弱
ま
り
︑
長
い
間
︑
日
本
美
術
史
に
そ
の
名
が
記
述
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
︒
現
在
の
日
本
美
術
史
学
界
に
お
い
て
高
島
北
海
の
研
究
は
︑
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
（Art N

ouveau

）
や
フ
ラ
ン
ス
と
の
か
か
わ
り
と
い
っ
た
視

座
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
︒
一
方
で
︑
中
国
画
壇
へ
の
影
響
は
全
く
論
じ
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
︒

　
一
九
九
〇
年
代
以
降
︑
地
質
学
に
関
す
る
先
行
研
究
に
お
い
て
︑
高
島
北
海

は
近
代
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
成
立
以
前
の
先
駆
的
な
地
形
学
者
︑
地
質
学
者
︑
地
理

学
者
と
評
価
さ
れ
た（

2
）

︒
高
島
北
海
は
日
本
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
︑
北
米
︑
中
国
な
ど
︑

広
範
囲
で
調
査
・
見
学
を
行
い
︑
各
国
で
豊
富
な
素
材
を
採
取
し
た
︒

一
九
〇
三
年
以
降
は
︑
自
身
の
地
質
学
の
基
礎
と
な
っ
た
山
水
写
生
法
や
海
外

写
生
の
経
験
を
文
章
に
し
︑﹃
美
術
新
報
﹄
や
﹃
日
本
美
術
﹄
な
ど
の
誌
面
に

発
表
し
た（

3
）

︒﹃
写
山
要
訣
﹄
で
は
︑
写
生
す
る
際
の
工
具
の
準
備
方
法
や
︑
皴
し
ゆ
ん

法ぽ
う

や
地
質
学
の
基
礎
知
識
な
ど
が
記
さ
れ
た
︒
高
島
は
同
書
の
主
旨
に
つ
い
て

﹁
︙
地
質
学
の
原
理
に
依
り
て
︑
真
山
水
を
解
剖
し
︑
作
画
の
基
礎
を
立
つ
る

に
あ
り（

4
）

﹂
と
述
べ
︑
美
学
概
念
な
ど
理
論
的
な
問
題
に
は
触
れ
ず
︑
地
質
科
学

の
観
点
か
ら
実
用
的
な
絵
画
技
術
や
写
生
方
法
を
具
体
的
に
指
南
し
た
︒

　
一
般
的
な
東
洋
画
壇
の
認
識
に
よ
る
と
︑
西
洋
風
景
画
の
写
実
技
法
と
言
え

ば
︑
遠
近
法
の
活
用
に
限
ら
れ
て
い
た
︒
高
島
北
海
が
地
質
学
を
山
水
画
の
写

生
に
転
用
す
る
こ
と
は
︑
一
九
〇
〇
年
代
の
日
本
の
画
家
や
一
九
六
〇
年
代
の

中
国
の
画
家
に
と
っ
て
︑
新
鮮
か
つ
有
効
な
方
法
で
あ
っ
た
︒
本
稿
で
は
︑
こ

の
理
論
を
﹁
地
質
学
画
論
﹂
と
い
う
言
葉
で
総
括
す
る
︒

　
高
島
北
海
の
海
外
経
験
や
そ
の
独
特
の
理
論
は
一
時
的
に
日
本
画
壇
に
お
い

て
も
重
要
視
さ
れ
︑
高
島
北
海
は
一
九
〇
四
年
二
月
二
十
日
に
新
旧
両
派
の
集

会
で
講
演
を
お
こ
な
っ
た
経
験
が
あ
る
︒
し
か
し
傅
抱
石
が
書
い
た
﹁
訳
者

序（
5
）

﹂（
一
九
五
五
年
九
月
）
に
よ
る
と
︑
一
九
三
三
年
の
時
点
で
︑﹃
写
山
要
訣
﹄

は
絶
版
に
な
り
︑
高
島
北
海
の
画
論
の
伝
承
と
発
展
は
す
で
に
日
本
で
は
途
絶

え
て
い
た
︒
当
時
日
本
に
留
学
し
て
い
た
傅
抱
石（

6
）

は
︑﹃
写
山
要
訣
﹄
の
一
部

分
を
読
み
︑
感
銘
を
受
け
た
︒
市
川
書
店
の
主
人
に
依
頼
し
︑
一
カ
月
か
け
て

よ
う
や
く
本
書
を
入
手
し
︑﹁
全
璧
在
握
︑
歓
喜
無
量（

7
）

﹂
と
の
感
慨
を
漏
ら
し

た
︒
こ
こ
で
傅
抱
石
は
﹁
和
氏
の
璧
﹂
の
典
故
を
引
用
し
︑﹃
写
山
要
訣
﹄
に

対
す
る
大
切
さ
︑
及
び
全
書
を
手
に
入
れ
た
時
の
歓
喜
を
強
く
表
し
た
︒

　
訳
本
﹃
写
山
要
法
﹄
の
﹁
訳
者
序
﹂
や
注
解
の
中
で
︑
傅
抱
石
は
高
島
北
海

の
理
論
を
高
く
評
価
し
た
︒
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此
书
著
论
明
切
，
附
图
精
妙
，
无
一
语
不
从
甘
苦
得
来
，
无
一
笔
不
自
实

境
模
写
。
…
…
吾
知
嗜
山
水
者
，
必
奉
为
圭
臬
。

こ
の
本
の
論
述
は
明
瞭
で
適
切
で
︑
挿
絵
も
精
妙
で
あ
る
︒
一
言
で
さ
え

も
甘
苦
に
由
来
し
な
い
も
の
は
な
い
︒
一
筆
で
さ
え
も
実
景
を
模
写
し
な

い
も
の
は
な
い
︒
︙
︙
山
水
画
を
嗜
好
す
る
人
は
︑
必
ず
こ
の
本
を
ま
も

る
べ
き
唯
一
の
基
準
と
す
る
︑
私
は
そ
う
信
じ
て
い
る（

8
）

︒

　
ま
た
︑
以
下
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
︒

我
认
为
他
的
观
点
是
非
常
正
确
的
，
对
于
从
事
山
水
写
生
的
同
志
们
是
具

有
密
接
的
参
考
价
值
的
。

彼
の
観
点
︹
筆
者
注
：
高
島
北
海
の
地
質
学
画
論
を
指
す
︺
は
非
常
に
正
確

だ
と
思
う
︒
山
水
写
生
を
す
る
同
志
た
ち
に
と
っ
て
︑
参
考
に
す
る
価
値

が
あ
る（

9
）

︒

　
さ
ら
に
︑﹁
是
役
也
，
中
国
山
水
之
皴
法
，
在
科
学
上
有
其
根
据
，
在
应
用

上
扩
其
途
径
…
（
こ
の
本
に
よ
っ
て
︑
中
国
山
水
画
の
皴
法
は
︑
科
学
的
な
根
拠
が

見
つ
か
り
︑
そ
の
応
用
も
広
げ
ら
れ
る
︙
）

（
10
）

﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
傅
抱
石
が
特
に

関
心
を
寄
せ
て
い
た
の
は
︑
皴
法
に
﹁
科
学
﹂
的
な
根
拠
を
与
え
︑
そ
の
応
用

を
広
げ
た
点
で
あ
る
︒

　﹁
訳
者
序
﹂
に
よ
る
と
︑
傅
抱
石
は
一
九
三
三
年
か
ら
﹃
写
山
要
訣
﹄
に
注

目
し
︑
こ
の
地
質
学
に
由
来
す
る
新
し
い
画
論
に
傾
倒
し
た
︒﹁
訳
者
序
﹂
や

他
の
記
述
を
合
わ
せ
て
解
す
る
と
︑
一
九
三
三
年
当
初
は
︑
他
の
こ
と
に
時
間

を
割
く
必
要
が
あ
っ
た
た
め
︑
傅
抱
石
の
翻
訳
作
業
は
数
頁
で
止
め
て
い
た
よ

う
で
あ
る
︒
文
語
体
の
全
訳
文
は
︑
一
九
三
六
年
の
春
に
完
成
し
た（

11
）

︒
し
か
し

一
九
五
五
年
の
時
点
で
︑
文
語
体
は
も
う
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
︑
改
め

て
白
話
体
に
書
き
直
す
こ
と
に
な
っ
た
︒
そ
し
て
一
九
三
三
年
か
ら
お
よ
そ

二
十
年
経
っ
た
一
九
五
七
年
に
︑﹃
写
山
要
法
﹄
を
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

そ
の
出
版
に
あ
た
っ
て
は
︑
ど
の
よ
う
な
契
機
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒

二
、
出
版
の
契
機
︱
︱
写
実
山
水
の
風
潮

　﹃
写
山
要
法
﹄
出
版
の
契
機
に
つ
い
て
︑
筆
者
は
一
九
五
〇
年
代
の
中
国
画

壇
の
雰
囲
気
が
激
変
し
て
︑﹃
写
山
要
法
﹄
の
予
想
読
者
数
が
急
激
に
増
え
た

こ
と
が
背
景
に
な
っ
て
い
る
と
推
察
す
る
︒

　
傅
抱
石
の
自
説
に
よ
る
と
︑
訳
文
を
公
開
し
た
の
は
﹁
山
水
写
生
や
山
水
技

法
研
究
の
同
志
た
ち
の
参
考
に
貢
献
す
る（

12
）

﹂
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
︒

一
九
五
〇
年
代
の
中
国
画
壇
に
お
い
て
︑
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
（Socialist 

realism
）
は
圧
倒
的
に
優
位
を
占
め
て
い
た
︒
こ
の
発
端
は
︑
毛
沢
東
が

一
九
四
二
年
五
月
に
︑
延
安
の
文
芸
座
談
会
で
行
っ
た
講
話
︑
即
ち
文
芸
講
話

（
在
延
安
文
艺
座
谈
会
上
的
讲
话
）
に
あ
る
︒
こ
の
講
話
で
︑
芸
術
作
品
は
﹁
現

実
﹂
を
表
現
し
︑﹁
広
大
の
人
民
群
衆
﹂
を
対
象
に
す
る
べ
き
と
い
う
主
張
が
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確
立
さ
れ
た
︒
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
に
伴
い
︑
こ
の
講
話
は
中
国
文
化
芸

術
発
展
の
基
本
指
導
方
針
と
な
り
︑
画
壇
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
︒

一
九
四
九
年
以
降
︑
徐
悲
鴻
（Xu Beihong, 

一
八
九
五
年
︱
一
九
五
三
年
）︑
李

可
染
（Li K

eran, 
一
九
〇
七
年
︱
一
九
八
九
年
）︑
艾
青
（Ai Q

ing, 

一
九
一
〇
年
︱

一
九
九
六
年
）
な
ど
の
画
家
・
評
論
家
た
ち
は
︑﹁
中
国
画
改
造
﹂
を
主
張
し
て
︑

積
極
的
に
﹁
新
中
国
画
﹂
の
成
立
を
推
進
し
た
︒
科
学
や
写
実
は
︑
唯
物
論
や

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
繋
が
り
︑
美
術
作
品
を
改
造
す
る
上
で
の
基
準

と
見
な
さ
れ
た
︒
傅
抱
石
の
援
助
者
で
あ
っ
た
徐
悲
鴻
は
︑
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
式

の
﹁
写
実
主
義
﹂
を
推
奨
す
る
立
場
を
一
貫
し
て
と
り
︑﹁
漫
談
山
水
画
﹂

（
一
九
五
〇
年
）
と
い
う
文
章
の
中
で
︑
今
日
の
芸
術
は
﹁
現
実
主
義（

13
）

﹂
を
求
め

て
い
る
と
主
張
し
た
︒
傅
抱
石
の
友
人
で
あ
る
李
可
染
も
︑
一
九
五
〇
年
に

﹁
談
中
国
画
的
改
造（

14
）

﹂
を
雑
誌
﹃
人
民
美
術
﹄
の
創
刊
号
で
発
表
し
︑
類
似
し

た
主
張
を
行
っ
て
い
る
︒

　
山
水
画
の
改
造
に
つ
い
て
最
も
重
要
な
文
献
は
︑
艾
青
の
文
章
﹁
談
中
国

画
﹂（
一
九
五
三
年
）
で
あ
る
︒
艾
青
は
詩
人
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
︑
杭
州
国

立
芸
術
院
絵
画
系
の
出
身
で
あ
り
︑
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
二
年
に
か
け
て

フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
︑
ゴ
ッ
ホ
な
ど
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
様
式
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ

る
︒
戦
時
期
︑
彼
は
左
翼
芸
術
家
と
し
て
延
安
で
活
躍
し
た
︒
一
九
五
三
年
の

時
点
で
︑
彼
は
中
国
美
術
家
協
会
の
理
事（

15
）

に
任
命
さ
れ
︑
画
壇
に
対
す
る
影
響

力
を
も
っ
て
い
た
︒
艾
青
は
一
九
五
三
年
初
頭
︑﹁
上
海
美
術
工
作
者
政
治
講

習
班
﹂
で
講
話
を
行
っ
た
後
︑
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
﹁
談
中
国
画
﹂
と
題
し
て

﹃
文
芸
報
﹄（
一
九
五
三
年
第
一
五
期
）
に
発
表
さ
れ
た
︒
こ
の
文
章
に
よ
る
と
︑

形
式
や
内
容
の
両
面
か
ら
中
国
絵
画
の
改
造
を
行
い
︑﹁
新
国
画
﹂
を
成
立
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
︒
そ
し
て
山
水
画
に
つ
い
て
︑﹁
画
山
水
必
须
画
真

山
水
（
必
ず
真
山
水
を
描
く
）﹂︑
及
び
﹁
画
风
景
的
必
须
到
野
外
写
生
（
必
ず
野

外
に
行
っ
て
写
生
を
す
る
べ
し
）﹂
と
い
う
二
つ
の
要
求
が
提
出
さ
れ
た（

16
）

︒

一
九
五
三
年
以
降
︑
中
国
画
研
究
会
︑
中
国
美
術
家
協
会
創
作
委
員
会
な
ど
の

多
く
の
機
構
は
写
生
旅
行
を
画
家
た
ち
の
た
め
に
企
画
し
︑
傅
抱
石
は
何
度
も

こ
の
よ
う
な
写
生
旅
行
に
参
加
し
た（

17
）

︒﹃
写
山
要
法
﹄
の
出
版
時
期
は
︑
ち
ょ

う
ど
彼
の
東
欧
写
生
旅
行
と
重
な
っ
て
い
る
︒

　
研
究
者
林
木
氏
が
﹃
傅
抱
石
評
伝
﹄
の
中
で
述
べ
た
意
見
に
よ
る
と
︑﹃
写

山
要
法
﹄
の
出
版
は
︑
傅
抱
石
が
科
学
的
な
写
実
主
義
に
﹁
屈
服
﹂
し
た
表
徴

で
あ
る
と
い
う（

18
）

︒﹁
屈
服
﹂
と
い
う
否
定
的
な
言
葉
か
ら
考
え
れ
ば
︑
そ
れ
は

自
由
意
志
に
よ
る
判
断
で
は
な
く
︑
外
的
な
条
件
に
よ
り
強
制
さ
れ
た
︑
と
の

意
味
合
い
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

　
こ
れ
に
対
し
筆
者
は
︑
傅
抱
石
﹃
写
山
要
法
﹄
の
﹁
訳
者
序
﹂
で
述
べ
た
内

容
を
根
拠
に
す
れ
ば
︑
傅
抱
石
は
一
九
五
七
年
よ
り
も
遥
か
に
早
く
科
学
や
写

実
に
対
し
て
関
心
を
抱
き
︑
そ
れ
は
日
本
留
学
時
期
か
ら
よ
り
強
く
な
っ
た
と

考
え
る
︒
そ
し
て
一
九
四
二
年
の
﹁
壬
午
重
慶
画
展
自
序
﹂
で
︑
彼
は
﹁
百

パ
ー
セ
ン
ト
実
在
の
山
水
を
描
く
こ
と（

19
）

﹂
を
目
標
に
す
る
と
述
べ
た
︒
ま
た
︑

翻
訳
を
出
版
す
る
契
機
と
し
て
重
要
な
の
は
︑
傅
抱
石
自
身
の
問
題
よ
り
も
︑

読
者
側
の
状
況
の
変
化
に
あ
る
︒
中
国
画
改
造
運
動
に
伴
い
︑﹃
写
山
要
法
﹄
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の
よ
う
な
写
実
・
写
生
を
解
説
す
る
絵
画
指
導
書
は
︑
中
国
画
壇
に
と
っ
て
急

を
要
す
る
存
在
で
あ
っ
た
︒
更
に
︑
こ
の
時
期
の
傅
抱
石
は
一
介
の
画
家
で
は

な
く
︑
南
京
師
範
学
院
（
現
・
南
京
師
範
大
学
）
で
美
術
系
の
教
師
を
勤
め
て

い
た
︒
そ
の
た
め
﹃
写
山
要
法
﹄
を
利
用
し
て
学
生
た
ち
に
写
実
・
写
生
の
技

法
を
指
導
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
︑
こ
の
時
期
に
出
版
す
る
必
要
性
が
あ
っ

た
の
だ
︒

三
、
内
容
の
調
整
︱
︱
﹁
中
国
﹂
要
素
の
強
化

　
原
本
﹃
写
山
要
訣
﹄
と
訳
本
﹃
写
山
要
法
﹄
を
比
較
す
る
と
︑﹃
写
山
要

法
﹄
の
大
部
分
は
﹃
写
山
要
訣
﹄
の
本
来
の
姿
が
残
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

中
国
の
文
献
で
は
傅
抱
石
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
著
書
で
あ
る
と
い
う
誤
解
も
し
ば

し
ば
散
見
さ
れ
て
き
た
が
︑﹁
訳
者
序
﹂
を
見
れ
ば
︑
傅
抱
石
に
そ
の
意
図
は

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
一
九
五
七
年
に
出
版
さ
れ
た
﹃
写
山
要
法
﹄
の
表

紙
に
は
︑﹁
日
本
　
高
島
北
海
　
著
﹂
の
下
に
﹁
傅
抱
石
　
編
訳
﹂
と
記
さ
れ

て
お
り
︑
二
〇
一
八
年
（
浙
江
人
民
美
術
出
版
社
）︑
二
〇
一
九
年
（
上
海
人
民

美
術
出
版
社
）
に
新
た
に
重
版
さ
れ
た
﹃
写
山
要
法
﹄
も
︑
一
九
五
七
年
版
の

表
現
が
採
用
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
一
九
八
〇
年
香
港
宏
図
出
版
社
﹃
國
畫

寫
山
要
法
﹄
に
は
︑
高
島
北
海
に
は
全
く
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
﹁
傅
抱
石
　

編
﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
る
︒

　
で
は
︑﹃
写
山
要
法
﹄
は
ど
れ
ほ
ど
原
本
に
忠
実
な
の
だ
ろ
う
か
︒
傅
抱
石

は
﹁
編
訳
﹂
と
し
て
︑
ど
の
よ
う
な
理
由
で
︑
何
を
削
除
し
︑
加
筆
修
正
し
た

の
だ
ろ
う
か
︒
ま
た
そ
れ
ら
は
高
島
北
海
の
理
論
が
中
国
で
受
容
さ
れ
る
な
か

で
︑
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒

　
原
本
﹃
写
山
要
訣
﹄
で
想
定
さ
れ
た
読
者
が
日
本
の
絵
画
初
心
者
で
あ
る
の

に
対
し
︑
訳
本
﹃
写
山
要
法
﹄
の
想
定
読
者
は
中
国
人
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑

﹃
写
山
要
法
﹄
は
︑﹃
写
山
要
訣
﹄
を
そ
の
ま
ま
訳
す
の
で
は
な
く
︑
内
容
に
応

じ
て
削
除
・
加
筆
修
正
や
注
解
が
加
え
ら
れ
た
︒
傅
抱
石
は
以
下
の
よ
う
な
方

針
を
示
し
て
い
る
︒

但
地
方
性
甚
重
，
不
施
编
改
，
不
免
遗
憾
。
…
…
去
其
不
必
存
（
如
关
于

火
山
诸
景
及
附
图
与
日
本
地
质
之
研
究
及
附
图
）
而
留
其
精
粹
。

地
方
性
が
甚
だ
し
く
重
く
て
︑
加
筆
修
正
し
な
い
と
︑
遺
憾
を
免
れ
な
い
︒

︙
︙
必
要
な
い
部
分
を
削
除
し
（
例
え
ば
火
山
諸
景
や
付
図
︑
及
び
日
本

地
質
の
研
究
と
そ
の
付
図
）︑
精
粋
を
残
す（

20
）

︒

　
つ
ま
り
︑
傅
抱
石
は
︑
中
国
の
読
者
に
は
不
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
日
本
的

な
特
徴
を
示
す
部
分
を
削
除
し
た
の
で
あ
る
︒
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
︑
日
本

の
地
質
状
況
に
つ
い
て
︑
少
な
く
と
も
十
一
カ
所
の
文
字
が
消
去
さ
れ
て
い
た（

21
）

︒

し
か
し
︑
傅
抱
石
が
自
ら
述
べ
る
よ
う
に
︑
削
除
さ
れ
た
の
は
日
本
の
地
質
に

関
す
る
部
分
に
限
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
︒
原
本
と
訳
書
を
対
照
す
る
と
︑

地
質
研
究
情
報
に
加
え
て
日
本
画
家
︑
日
本
美
術
に
関
す
る
内
容
も
削
除
さ
れ
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て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
こ
の
よ
う
な
傅
抱
石
に
よ
る
本
文
の
改
変
は
︑
中
国
絵
画

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
以
下
︑
そ
れ
ら
を

検
討
し
た
い
︒

　
第
一
に
︑﹁
日
本
﹂
的
な
要
素
を
後
景
化
さ
せ
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
︒

　
例
え
ば
図
版
で
は
︑
高
島
北
海
は
﹃
写
山
要
訣
﹄
の
巻
首
に
︑
自
分
が
最
も

崇
敬
す
る
画
家
谷
文
晁
（
一
七
六
三
年
︱
一
八
四
一
年
）
筆
︽
東
北
遊
写
景
︾
の

写
真
石
版
印
刷
図
を
置
い
て
︑
詳
し
く
紹
介
し
た
︒
高
島
北
海
の
記
述
か
ら
分

か
る
よ
う
に
︑
彼
の
画
論
思
想
の
形
成
や
技
法
の
発
展
に
は
︑
谷
文
晁
の
真
景

図
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
︒
し
か
し
傅
抱
石
は
︑
こ
の
図
版
を
削
除
し
た
︒
そ

れ
は
高
島
北
海
の
画
論
の
源
流
を
全
面
的
に
押
し
出
す
よ
り
も
︑
む
し
ろ
中
国

伝
統
美
術
の
役
割
を
強
調
す
る
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る（

22
）

︒

　
ま
た
︑
文
章
に
関
し
て
言
え
ば
︑
訳
文
の
中
で
﹁
日
本
﹂
と
い
う
言
葉
は
す

べ
て
﹁
東
洋
﹂
に
変
換
さ
れ
て
い
る
︒
一
つ
の
例
を
挙
げ
る
と
︑﹃
写
山
要

法
﹄
第
一
章
の
緒
論
に
み
る
﹁
日
本
画
﹂（
原
文
）
は
﹁
東
洋
画
﹂（
訳
文
）
と

記
さ
れ
て
い
る（

23
）

︒
注
解
①
の
中
で
︑
傅
抱
石
は
﹁
東
洋
画
﹂
を
次
の
よ
う
に
説

明
し
た
︒

这
是
日
本
人
指
印
度
、
中
国
、
朝
鲜
和
日
本
绘
画
的
通
称
。
在
一
般
的
情

况
下
，
只
是
指
中
国
画
和
日
本
画
。

こ
れ
は
日
本
人
が
イ
ン
ド
︑
中
国
︑
朝
鮮
や
日
本
絵
画
へ
の
通
称
で
あ
る
︒

一
般
に
︑
単
に
中
国
画
や
日
本
画
を
指
す（

24
）

︒

　
こ
れ
は
つ
ま
り
︑
高
島
北
海
の
理
論
が
︑
中
国
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
示
し

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

　
高
島
北
海
は
︑
日
本
風
景
の
美
し
さ
を
海
外
へ
紹
介
す
る
こ
と
は
﹁
国
家
に

対
す
る
義
務（

25
）

﹂
で
あ
る
と
主
張
し
︑
海
岸
風
景
に
長
け
た
若
い
青
年
画
家（

26
）

の
登

場
を
待
ち
望
ん
で
い
た
︒
こ
の
よ
う
な
国
家
に
対
す
る
姿
勢
を
表
す
内
容
も
︑

傅
抱
石
の
訳
文
で
は
削
除
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
︒

　
傅
抱
石
の
い
わ
ゆ
る
﹁
地
方
性
﹂
に
は
︑
日
本
の
美
術
︑
地
質
︑
人
物
な
ど

多
く
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
︒
削
除
・
加
筆
修
正
の
結
果
と
し
て
︑
高
島
北

海
の
﹁
日
本
人
画
家
﹂
と
い
っ
た
身
分
︑
ま
た
﹃
写
山
要
訣
﹄
が
示
し
た
日
本

的
な
特
徴
は
著
し
く
弱
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
︒

　
第
二
に
︑
傅
抱
石
は
﹃
写
山
要
法
﹄
の
中
で
︑
高
島
北
海
の
理
論
と
中
国
画

家
・
画
論
の
共
通
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
︑
中
国
絵
画
を
そ
の
源
流
だ
と
証
明

し
よ
う
と
試
み
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

　
傅
抱
石
が
試
み
た
の
は
︑
高
島
北
海
が
賞
賛
し
た
日
本
人
画
家
た
ち
を
全
て

削
除
す
る
と
い
う
よ
う
な
わ
か
り
や
す
い
方
法
で
は
な
か
っ
た
︒
中
国
の
読
者

に
馴
染
み
の
な
い
日
本
人
画
家
の
名
前
に
は
︑
ど
の
よ
う
に
中
国
と
関
わ
っ
て

い
る
か
︑
そ
の
点
を
強
調
す
る
よ
う
に
注
解
を
付
け
て
い
る
︒
例
え
ば
︑
円
山

応
挙
︑
谷
文
晁
は
﹁
专
学
中
国
画
（
専
ら
中
国
画
を
学
ぶ
）

（
27
）

﹂︑
雪
舟
等
楊
は
﹁
专

学
宋
画
（
専
ら
宋
代
絵
画
を
学
ぶ
）

（
28
）

﹂
と
︑
指
摘
し
て
い
る
︒

　
そ
し
て
︑
高
島
北
海
は
中
国
の
古
人
が
作
り
出
し
た
皴
法
を
具
体
的
に
紹
介

す
る
と
と
も
に
︑
日
本
人
も
新
し
い
皴
法
を
発
明
し
た
と
主
張
し
た（

29
）

︒
し
か
し
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傅
抱
石
の
訳
文
を
見
る
と
﹁
皴
法
的
种
类
很
多
，
都
是
中
国
画
家
们
的
创
造

（
皴
法
の
種
類
は
多
い
が
︑
全
て
中
国
の
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
）

（
30
）

﹂
と
中

国
側
の
重
要
性
を
強
調
し
︑
高
島
北
海
の
本
意
を
僅
か
に
曲
解
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
︒
ま
た
︑
高
島
北
海
は
小
字
で
﹁
本
節
以
下
支
那
画
家
皴
法
を
引
用

す
る
も
の
は
他
に
之
れ
を
形
容
す
べ
き
︑
適
例
が
なマ

マが
為
め
な
り（

31
）

﹂
と
説
明
し

て
い
る
が
︑
こ
の
箇
所
は
傅
抱
石
の
訳
文
か
ら
は
削
除
さ
れ
て
い
る
︒

　
さ
ら
に
︑
山
水
写
生
の
方
法
に
つ
い
て
︑
傅
抱
石
は
訳
文
の
注
で
︑
早
く
と

も
五
世
紀
の
中
国
の
画
家
宗
炳
の
﹃
画
山
水
序
﹄
に
︑
類
似
す
る
理
論
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
と
い
う（

32
）

︒
そ
し
て
傅
抱
石
は
高
島
北
海
の
言
葉
遣
い
に
注
目
し
︑

中
国
春
秋
時
代
の
哲
学
者
で
あ
る
老
子
（
生
卒
不
詳
）
と
宋
代
画
家
米
友
仁

（
一
〇
七
四
年
︱
一
一
五
三
年
）
が
そ
の
出
典
だ
と
指
摘
し
た（

33
）

︒
し
か
し
︑
高
島

北
海
の
文
章（

34
）

だ
け
で
は
︑
彼
が
米
友
仁
の
説
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
︑
筆
者
は
考
え
る
︒
傅
抱
石
は
︑
原
本
で
あ
る

高
島
北
海
の
本
意
を
超
え
て
︑
中
国
と
接
続
可
能
な
要
素
を
見
出
そ
う
と
し
た
︒

傅
抱
石
の
加
筆
修
正
に
よ
り
︑﹃
写
山
要
法
﹄
は
原
文
の
﹃
写
山
要
訣
﹄
よ
り

も
中
国
画
論
と
の
関
連
性
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
で
︑
中
国
の
読
者
に
と
っ
て
よ

り
親
し
み
や
す
い
文
章
と
な
っ
た
︒

　
第
三
に
︑
傅
抱
石
が
訳
文
の
加
筆
修
正
や
そ
の
注
解
を
通
じ
て
︑
中
国
絵
画

を
擁
護
し
な
が
ら
︑
中
国
の
写
実
伝
統
や
先
進
性
の
強
調
を
試
み
た
点
を
確
認

し
て
お
く
︒

　
筆
者
の
見
解
で
は
︑
高
島
北
海
は
宋
元
画
を
好
ん
で
お
り
︑
明
清
以
降
の
中

国
人
画
家
や
南
北
宗
論
に
は
あ
ま
り
造
詣
が
深
く
な
い
︒
彼
が
活
躍
し
た

一
九
〇
〇
年
代
頃
︑﹁
中
国
絵
画
衰
退
論（

35
）

﹂
は
ま
だ
登
場
し
て
い
な
か
っ
た（

36
）

︒

宋
元
画
は
日
本
画
壇
で
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
︑
横
山
大
観
を
は
じ
め
と
す
る

新
派
の
画
家
に
模
写
さ
れ
︑
明
清
以
降
の
文
人
画
も
日
本
人
画
家
や
コ
レ
ク

タ
ー
に
好
ま
れ
て
い
た
︒
そ
れ
は
一
九
三
〇
年
代
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い

る
︒
し
た
が
っ
て
︑
高
島
北
海
は
中
国
絵
画
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
︑﹃
写
山

要
訣
﹄
で
中
国
絵
画
の
問
題
点
を
提
起
す
る
場
合
で
も
批
判
的
な
色
合
い
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
︒

　
ま
た
︑
原
文
﹃
写
山
要
訣
﹄
で
中
国
伝
統
絵
画
の
﹁
空
想
﹂
的
性
質
を
否
定

的
に
評
価
し
て
い
る
の
は
︑
一
カ
所
し
か
な
い
︒
つ
ま
り
一
九
〇
二
年
の
時
点

で
ま
だ
中
国
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
高
島
北
海
は
︑
中
国
の
名
勝
真
景
図
に
不

満
を
抱
い
て
い
た
︒

彼
れ
の
常
習
と
し
て
︑
其
文
字
誇
大
失
し
︑
何
れ
の
地
も
︑
天
下
の
絶
勝

に
あ
ら
ざ
る
は
な
き
様
に
見
ゆ
る
と
共
に
︑
其
図
上
に
も
多
く
の
空
想
を

加
え
自
箇
の
流
派
筆
法
を
用
ひ
て
︑
之
れ
を
作
る
が
故
に
︑
殆
ど
其
真
相

を
知
る
こ
と
能
は
ず
︒
我
邦
に
て
も
︑
此
種
の
図
記
亦
寡
し
と
せ
ず
︒
是

予
が
毎
に
遺
憾
と
せ
る
所
な
り（

37
） 

　
中
国
の
名
勝
真
景
図
に
は
実
在
の
景
色
を
元
に
描
く
絵
が
多
い
が
︑
時
に
画

家
が
想
像
し
て
描
い
た
も
の
も
含
ま
れ
る
︒
そ
の
た
め
高
島
北
海
は
︑
景
色
の
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本
来
の
姿
を
知
る
の
は
難
し
い
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

　
と
は
い
え
︑
こ
れ
は
名
勝
真
景
図
と
い
う
特
定
の
画
題
に
対
す
る
感
想
で
あ

る
︒
名
勝
真
景
図
は
︑
ほ
か
の
山
水
画
作
品
と
異
な
り
︑
真
実
の
風
景
を
最
大

限
に
表
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
高
島
北
海
は
自
分
自
身
も

理
想
化
し
た
山
水
画
を
描
い
て
い
た
た
め
︑
想
像
を
元
に
し
た
絵
画
に
対
す
る

抵
抗
は
な
か
っ
た
︒
中
国
の
画
家
が
﹁
常
習
﹂
的
に
誇
張
の
手
法
を
好
ん
だ
と

い
う
言
い
方
は
︑
中
国
の
読
者
に
と
っ
て
は
不
快
な
印
象
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
っ
た
︒
こ
の
よ
う
な
評
価
に
中
国
絵
画
全
般
を
批
判
す
る
意
図
は
な
か
っ
た

も
の
の
︑﹁
中
国
絵
画
衰
退
論
﹂
の
流
行
に
敏
感
だ
っ
た
傅
抱
石
に
は
︑
上
記

の
高
島
北
海
の
表
現
は
容
認
で
き
な
か
っ
た
︒
そ
の
た
め
彼
は
︑
ま
ず
訳
文
に

微
妙
な
書
き
直
し
を
行
い
︑
以
下
の
通
り
︑
修
正
し
た
︒

中
国
名
胜
真
景
的
描
写
是
非
常
丰
富
的
，
不
过
常
凭
空
想
而
以
自
己
的
笔

法
出
之
，
因
此
不
能
知
道
它
们
明
确
的
真
面
目
。
这
种
描
写
日
本
也
不
少
，

使
我
常
常
引
为
遗
憾
。

中
国
名
勝
真
景
の
描
写
は
非
常
に
豊
富
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
常
に
空
想
に

頼
り
︑
画
家
自
分
の
筆
法
で
描
き
だ
す
︒
し
た
が
っ
て
︑
明
確
に
風
景
の

正
体
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒
こ
の
種
の
描
写
は
日
本
に
も
少
な
く
な

い
の
で
︑
私
︹
筆
者
注
：
高
島
北
海
を
指
す
︺
は
常
に
遺
憾
と
感
じ
る（

38
）

︒

　
お
お
よ
そ
は
原
文
に
則
っ
て
い
る
が
︑
批
判
的
な
印
象
を
受
け
る
箇
所
は
大

幅
に
削
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
さ
ら
に
︑
高
島
北
海
の
見
解
に
注
を
付
け

る
こ
と
で
︑
傅
抱
石
は
反
論
を
加
え
た
︒

这
几
句
话
必
须
指
出
两
点
：
一
、
中
国
山
水
画
的
优
秀
传
统
不
是
〝
空

想
〟
的
结
果
，
而
是
富
于
现
实
主
义
的
精
神
和
手
法
的
。
二
、
至
迟
自
第

八
世
纪
开
始
，
中
国
把
山
水
画
看
成
是
无
声
诗
的
。
所
谓
〝
明
确
的
真
面

目
〟，
从
来
就
不
曾
是
中
国
山
水
画
创
作
的
目
的
。

こ
れ
ら
セ
ン
テ
ン
ス
に
つ
い
て
二
点
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
：
一
︑

中
国
山
水
画
の
優
秀
な
伝
統
は
﹁
空
想
﹂
の
結
果
で
は
な
く
︑
現
実
主
義

の
精
神
と
技
法
に
富
ん
で
い
た
︒
二
︑
遅
く
と
も
八
世
紀
か
ら
︑
中
国
は

山
水
画
を
無
声
詩
と
見
な
し
た
︒
所
謂
﹁
明
確
の
正
体
﹂
は
︑
従
来
中
国

山
水
画
制
作
の
目
的
で
は
な
か
っ
た（

39
）

︒

　
傅
抱
石
は
︑
中
国
絵
画
と
は
風
景
を
そ
の
ま
ま
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

は
な
く
︑
そ
の
こ
と
を
重
視
し
て
い
な
い
の
だ
と
注
釈
す
る
︒
こ
の
発
言
は
︑

高
島
北
海
の
発
言
内
容
に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
︑
中
国
絵
画
衰
退
論
へ
の
反

論
を
意
味
す
る
︒

　
そ
の
一
方
で
︑﹁
支
那
派
﹂
の
画
家
に
対
す
る
説
明
も
興
味
深
い
︒
高
島
北

海
の
説
に
よ
っ
て
︑﹁
支
那
派
﹂
の
画
家
は
し
ば
し
ば
誤
っ
て
﹁
石
に
適
す
皴

法
﹂
と
﹁
山
に
適
す
皴
法
﹂
を
混
同
す
る（

40
）

︒
こ
れ
は
否
定
的
な
評
価
で
あ
る
︒

傅
抱
石
の
注
解
に
よ
る
と
︑
こ
こ
の
﹁
支
那
派
﹂
と
は
︑
中
国
人
画
家
で
は
な
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く
︑
中
国
画
を
よ
く
学
ん
だ
日
本
人
画
家
を
指
す
も
の
と
説
明
し
て
い
る（

41
）

︒
高

島
北
海
は
さ
ら
に
﹁
支
那
流
の
詩
人
画
家（

42
）

﹂
に
つ
い
て
言
及
し
︑
そ
の
前
後
で

は
日
本
山
水
名
勝
の
品
評
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
︑
こ
れ
は
﹁
日
本
人
﹂
を

指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
し
た
が
っ
て
筆
者
は
︑﹁
支
那
派
﹂
は
詩
文
に

長
け
た
日
本
の
南
画
家
を
指
し
︑
傅
抱
石
の
注
解
が
正
し
い
も
の
と
考
え
る
︒

し
か
し
同
時
に
︑
傅
抱
石
が
中
国
の
画
家
の
名
誉
を
守
ろ
う
と
し
た
意
欲
も
感

じ
ら
れ
る
︒

　
す
な
わ
ち
︑
傅
抱
石
の
翻
訳
は
︑
日
本
的
な
要
素
を
弱
め
て
︑
中
国
的
な
要

素
を
よ
り
強
化
す
る
よ
う
な
加
筆
修
正
が
な
さ
れ
て
い
た
︒
高
島
北
海
の
地
質

学
画
論
は
︑
日
本
か
ら
伝
来
す
る
美
術
理
論
と
い
う
よ
り
も
︑
中
国
伝
統
絵
画

に
失
わ
れ
た
写
実
技
法
を
継
承
す
る
成
果
と
し
て
公
表
さ
れ
た
︒
そ
う
す
る
こ

と
で
︑
日
中
戦
争
に
苦
し
ん
だ
中
華
人
民
共
和
国
の
読
者
は
︑
傅
抱
石
の
訳
稿

を
よ
り
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
と
し
て
認
識
し
た
で
あ
ろ
う
︒
加
え
て
︑
中
国

絵
画
が
元
来
優
れ
た
写
実
表
現
の
伝
統
を
持
ち
︑
高
島
北
海
を
は
じ
め
と
す
る

外
国
の
画
家
た
ち
に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
す
れ
ば
︑
中
国
絵
画
の
先
進
性
を

証
明
し
︑
中
国
絵
画
衰
退
論
に
反
論
を
加
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
︒

　
中
国
語
訳
﹃
写
山
要
法
﹄
を
出
版
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
高
島
北
海
は
日

中
両
国
に
お
い
て
周
知
の
存
在
と
は
言
い
難
い
︒
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
︑

傅
抱
石
に
よ
る
翻
訳
に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
︒
そ
の
結
果
︑
高

島
北
海
の
地
質
学
画
論
は
︑
中
国
の
写
実
的
な
山
水
画
論
の
流
れ
を
継
承
す
る

も
の
と
し
て
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　
他
方
で
︑
傅
抱
石
が
中
国
読
者
・
学
生
に
︑
地
質
学
画
論
を
紹
介
す
る
際
に

手
を
加
え
た
事
実
は
改
め
て
注
目
に
値
す
る
も
の
だ
と
主
張
し
た
い
︒
中
国
伝

統
の
画
論
に
見
ら
れ
な
い
地
質
学
的
な
内
容
は
︑
高
島
北
海
と
い
う
日
本
人
の

独
自
の
新
理
論
と
い
う
よ
り
は
︑
む
し
ろ
﹁
科
学
﹂
の
一
種
で
あ
る
地
質
学
の

知
見
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
︑
次
で
補
足
す
る
︒

四
、
原
作
者
の
誤
認
︱
︱
﹁
科
学
﹂
と
し
て
の
受
容

　
一
九
二
〇
年
代
の
新
文
化
運
動
に
お
い
て
︑﹁
民
主
﹂
と
﹁
科
学
﹂
は
︑
中

国
を
救
済
す
る
方
法
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
︒
傅
抱
石
が
﹃
写
山
要
訣
﹄
か
ら

影
響
を
受
け
て
中
国
で
宣
伝
し
た
も
の
は
﹁
画
論
﹂
で
は
な
く
︑﹁
科
学
﹂
の

一
種
と
し
て
の
地
質
学
で
あ
る
︒
傅
抱
石
の
周
辺
の
人
物
の
回
想
記
を
糸
口
に
︑

こ
の
現
象
を
分
析
し
た
い
︒

　
傅
抱
石
の
二
男
で
あ
る
傅
二
石
（Fu Ershi, 

一
九
三
六
年
︱
二
〇
一
七
年
）
は

二
〇
一
七
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
︒

父
亲
爱
写
书
…
…
还
翻
译
了
日
本
人
写
的
关
于
地
质
学
的
书
。
那
本
书
的

作
者
是
个
地
质
学
家
．
到
过
世
界
很
多
地
方
，
每
一
个
地
方
的
地
质
特
征

都
用
中
国
的
毛
笔
描
绘
出
来
。
虽
然
艺
术
价
值
不
高
，
但
它
提
供
了
一
个

可
以
让
人
了
解
中
同
、
美
国
、
欧
洲
、
非
洲
等
地
区
地
貌
特
征
的
参
考
。

我
父
亲
就
编
译
了
这
本
书
，
很
厚
，
他
不
仅
要
翻
译
过
来
，
还
要
结
合
中
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国
画
的
特
点
把
书
的
内
容
重
新
理
解
、
归
拢
。
他
觉
得
，
把
这
本
书
介
绍

到
中
国
来
肯
定
会
对
画
家
有
帮
助
。

父
は
本
を
書
く
こ
と
が
好
き
だ
︒
︙
︙
日
本
人
が
書
い
た
地
質
学
に
関
す

る
本
を
翻
訳
し
た
︒
こ
の
本
の
作
者
は
地
質
学
家
で
あ
り
︑
世
界
中
い
ろ

い
ろ
な
地
域
へ
行
っ
て
︑
中
国
の
毛
筆
で
こ
れ
ら
の
場
所
の
地
質
的
特
徴

を
一
つ
ず
つ
描
き
出
し
た
︒
芸
術
価
値
は
高
く
な
い
が
︑
中
国
・
ア
メ
リ

カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
地
域
の
地
形
的
特
徴
を
理
解
す
る
参

考
に
は
な
る
︒
し
た
が
っ
て
父
親
は
こ
の
本
を
編
集
・
翻
訳
し
た
︒
と
て

も
厚
い
本
で
あ
る
︒
彼
は
翻
訳
を
し
な
が
ら
︑
中
国
画
の
特
徴
と
結
び
つ

け
︑
本
の
内
容
を
改
め
て
理
解
・
要
約
し
た
︒
こ
の
本
を
中
国
に
紹
介
す

る
と
︑
画
家
た
ち
の
役
に
立
つ
と
︑
彼
は
そ
う
思
っ
て
い
た（

43
）

︒

　
こ
の
よ
う
な
傅
二
石
の
言
葉
に
は
︑
複
数
の
問
題
点
が
含
ま
れ
て
い
る
︒
第

一
に
︑
高
島
北
海
は
画
家
で
は
な
く
︑
地
質
学
者
で
あ
り
︑﹃
写
山
要
訣
﹄
も

画
論
書
で
は
な
く
︑
地
質
学
の
本
だ
と
見
な
さ
れ
た
︒
第
二
に
︑﹃
写
山
要

訣
﹄
挿
絵
の
芸
術
価
値
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
︒
第
三
に
︑
傅
抱
石
は
訳

者
で
あ
り
な
が
ら
︑
編
集
も
行
い
︑
本
の
内
容
を
大
幅
に
書
き
直
し
た
︒

　
既
に
論
じ
た
よ
う
に
︑
訳
本
の
細
部
に
は
削
除
︑
加
筆
修
正
︑
ま
た
注
解
も

加
え
ら
れ
て
い
た
︒
傅
二
石
の
﹁
編
訳
﹂
説
は
あ
る
程
度
ま
で
理
解
で
き
る
が
︑

﹃
写
山
要
訣
﹄
は
全
篇
七
八
頁
に
過
ぎ
ず
︑
図
版
や
表
紙
を
加
え
て
も
一
三
一

頁
し
か
な
い
た
め
︑﹁
と
て
も
厚
い
﹂
本
と
呼
ぶ
の
は
不
適
切
で
あ
り
︑﹁
要

約
﹂
し
た
わ
け
で
も
な
い
︒
ま
た
︑
高
島
北
海
は
ア
フ
リ
カ
に
行
っ
た
こ
と
が

な
く
︑
書
中
も
ア
フ
リ
カ
の
図
版
が
な
い
︒
傅
二
石
の
来
歴
を
見
る
と
︑
彼
は

﹃
写
山
要
法
﹄
の
翻
訳
が
完
成
し
た
一
九
三
六
年
に
生
ま
れ
︑
一
九
五
六
年
か

ら
南
京
の
家
を
離
れ
て
︑
山
東
省
済
南
市
の
山
東
師
範
芸
術
専
修
科
に
在
学
し

て
い
た（

44
）

︒
そ
の
た
め
︑
傅
二
石
は
﹃
写
山
要
法
﹄
の
成
立
に
詳
し
く
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
︒
傅
二
石
が
行
っ
た
紹
介
の
仕
方
に
は
︑
議
論
の
余
地
が
あ
る
︒

　﹃
写
山
要
訣
﹄
挿
絵
の
芸
術
価
値
に
関
す
る
議
論
は
︑
傅
二
石
に
よ
る
論
考

し
か
見
当
た
ら
な
い
︒
し
か
し
第
一
と
第
三
の
点
に
つ
い
て
は
︑
他
に
参
照
可

能
な
資
料
が
あ
る
︒
例
え
ば
︑
傅
抱
石
の
学
生
沈
左
尭
（Shen Zuoyao, 

一
九
二
一
年
︱
二
〇
〇
七
年
）
は
二
〇
〇
四
年
の
文
章
で
以
下
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
︒

他
曾
同
我
谈
起
，
在
日
本
进
修
时
曾
买
了
一
本
地
质
学
的
书
。

彼
︹
筆
者
注
：
傅
抱
石
︺
は
私
と
話
し
た
こ
と
が
あ
る
︒
彼
が
日
本
に
修

学
す
る
時
︑
一
冊
の
地
質
学
の
本
を
買
っ
た（

45
）

︒

　
ま
た
︑
沈
左
尭
の
一
九
九
二
年
の
文
章
は
よ
り
詳
し
く
論
じ
て
い
る
︒

先
生
在
日
本
留
学
时
买
了
一
本
《
地
质
勘
探
学
》，
并
参
考
此
书
编
译
成

一
册
《
写
山
要
法
》。
他
外
出
经
常
携
带
一
本
地
质
学
，
在
观
察
自
然
时

以
之
对
照
，
不
仅
寻
求
形
态
规
律
还
寻
求
科
学
规
律
，
两
相
印
证
以
获
得
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正
确
的
分
析
和
深
入
的
理
解
。
把
中
国
的
山
水
画
技
法
同
现
代
的
地
质
科

学
联
系
起
来
，
他
是
第
一
人
，
从
这
个
意
义
上
讲
，
先
生
又
是
一
位
科
学

家
。

先
生
︹
筆
者
注
：
傅
抱
石
︺
は
日
本
留
学
の
時
︑﹃
地
質
勘
探
学
﹄
と
い
う

本
を
買
っ
た
︒
こ
の
本
を
参
照
し
て
︑
編
集
・
翻
訳
を
通
じ
て
﹃
写
山
要

法
﹄
が
出
来
た
︒
彼
は
外
に
出
る
時
︑
常
に
地
質
学
の
本
を
持
ち
歩
い
て
︑

自
然
を
観
察
す
る
際
に
対
照
さ
せ
て
い
る
︒
様
態
の
規
則
を
求
め
る
と
同

時
に
科
学
の
規
則
も
求
め
︑
両
方
の
裏
付
け
に
よ
っ
て
正
確
な
分
析
や
深

化
す
る
理
解
を
獲
得
す
る
︒
中
国
の
山
水
画
技
法
と
現
代
の
地
質
科
学
を

繋
げ
る
こ
と
に
お
い
て
︑
彼
は
初
め
て
の
人
で
あ
る
︒
こ
の
点
か
ら
言
う

と
︑
先
生
は
科
学
家
で
も
あ
る（

46
）

︒

　
沈
左
尭
は
一
九
四
〇
年
代
初
頭
か
ら
傅
抱
石
の
門
下
に
入
り
︑
長
い
間
交
友

の
あ
っ
た
学
生
で
あ
る
︒
当
時
ま
だ
幼
か
っ
た
傅
二
石
よ
り
も
︑﹃
写
山
要

法
﹄
に
対
す
る
理
解
は
深
か
っ
た
は
ず
だ
が
︑
実
際
に
彼
も
︑﹃
写
山
要
訣
﹄

や
訳
本
﹃
写
山
要
法
﹄
に
つ
い
て
は
完
全
に
誤
っ
た
理
解
を
持
っ
て
い
る
︒
高

島
北
海
の
地
質
学
画
論
は
︑
こ
こ
で
は
傅
抱
石
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
説
に

置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
︒
加
え
て
︑
傅
抱
石
に
﹁
科
学
家
﹂
の
肩
書
き
を
与
え
︑

傅
二
石
の
説
と
比
較
し
て
も
︑
沈
左
尭
の
説
は
さ
ら
に
事
実
と
乖
離
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
︒

　
一
九
五
七
年
版
﹃
写
山
要
法
﹄
の
﹁
訳
者
序
﹂
や
︑
二
〇
一
八
年
重
版
の

﹁
出
版
説
明
﹂︑
二
〇
一
九
年
重
版
の
著
者
紹
介
で
も
︑
高
島
北
海
は
﹁
地
質
学

者
兼
画
家（

47
）

﹂︑﹁
著
名
の
地
質
学
者
︑
山
岳
風
景
画
家（

48
）

﹂
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
︒

し
か
し
傅
二
石
や
沈
左
尭
の
言
論
を
分
析
す
る
と
︑
高
島
北
海
の
画
家
と
し
て

の
側
面
を
︑
彼
ら
は
ほ
と
ん
ど
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
︒
ま
た
︑
彼
ら
は
傅
抱

石
が
ど
こ
ま
で
原
本
を
書
き
直
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
詳
し
く
は
な
か
っ
た
︒

傅
抱
石
が
﹃
写
山
要
法
﹄
を
中
国
へ
紹
介
・
宣
伝
す
る
時
︑
高
島
北
海
と
い
う

人
物
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
傅
抱
石
の
﹁
訳
者

序
﹂
に
よ
る
と
︑
彼
が
日
本
に
留
学
し
た
一
九
三
〇
年
代
で
さ
え
︑
高
島
北
海

の
名
は
す
で
に
画
壇
や
美
術
批
評
か
ら
姿
を
消
し
て
い
た
︒
傅
抱
石
本
人
で
す

ら
︑
高
島
北
海
の
絵
画
の
原
物
を
実
際
に
見
た
こ
と
が
な
く
︑
旧
派
画
家
の
代

表
者
と
し
て
の
姿
を
あ
ま
り
知
り
得
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
︒
黄
名
芊

（H
uang M

ingqian, 

一
九
三
五
年
︱

（
49
）

）
な
ど
の
学
生
の
記
録
に
よ
る
と
︑
傅
抱
石

は
高
島
北
海
に
つ
い
て
は
言
及
せ
ず
に
︑
地
理
・
地
質
知
識
の
重
要
性
を
繰
り

返
し
強
調
し
て
い
た
︒
数
多
く
の
中
国
読
者
に
と
っ
て
︑
傅
抱
石
の
﹃
写
山
要

法
﹄
は
画
論
書
で
あ
り
な
が
ら
︑﹃
写
山
要
訣
﹄
は
地
質
専
門
家
・
高
島
北
海

に
よ
る
地
質
学
著
作
と
い
う
認
識
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
︒

　
一
方
︑
沈
左
尭
は
︑
傅
抱
石
が
﹁
地
質
学
の
本
﹂
を
持
参
し
て
外
出
す
る
こ

と
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
︑
筆
者
の
見
解
で
は
︑
こ
れ
は
﹃
写
山
要
訣
﹄

あ
る
い
は
﹃
写
山
要
法
﹄
で
は
な
く
︑
他
の
記
録
と
照
合
す
る
と
﹃
地
貌
学
﹄

と
い
う
専
門
書
の
可
能
性
が
あ
る
︒
こ
の
本
の
存
在
が
︑
多
く
の
誤
解
を
生
ん

だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
こ
の
仮
説
に
つ
い
て
︑
検
討
し
た
い
︒
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傅
抱
石
の
中
央
大
学
時
代
の
学
生
で
あ
る
曹
汶
（C

ao W
en, 

一
九
二
六
年
︱
）

が
他
の
人
物
か
ら
聞
き
取
っ
た
情
報
に
よ
る
と
︑
こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
は
﹃
地

貌
学
﹄
で
あ
っ
た（

50
）

︒
傅
抱
石
と
共
に
写
生
旅
行
を
し
た
学
生
で
あ
る
黄
名
芊
は
︑

二
〇
〇
五
年
に
出
版
さ
れ
た
回
想
録
﹃
筆
墨
江
山
﹄
の
中
で
︑
一
九
六
一
年
の

東
北
写
生
旅
行
の
時
に
傅
抱
石
が
わ
ざ
わ
ざ
﹃
地
貌
学
﹄
を
持
っ
て
い
た
こ
と

を
︑
吉
林
省
委
宣
伝
部
長
で
あ
る
宋
振
庭
が
目
撃
し
た
の
だ
と
回
想
す
る（

51
）

︒
こ

の
点
か
ら
推
察
す
る
に
︑
こ
の
逸
話
を
広
げ
た
の
は
宋
振
庭
（
一
九
二
一
年
︱

一
九
八
五
年
）
で
あ
ろ
う
︒
彼
は
東
北
写
生
旅
行
を
契
機
に
傅
抱
石
と
知
り
合

い
︑
傅
抱
石
を
長
く
支
え
た
官
員
の
一
人
で
あ
り
︑
次
の
文
章
を
残
し
て
い
る
︒

抱
石
先
生
随
身
携
带
着
一
本
书
，
不
是
画
论
，
是
《
地
貌
学
》
！
这
是
科

学
！

傅
抱
石
先
生
は
一
つ
の
本
を
持
参
し
て
い
た
︒
画
論
で
は
な
く
︑﹃
地
貌

学
﹄
だ
！
こ
れ
は
科
学
だ
！（

52
）

　
宋
振
庭
は
沈
左
尭
と
同
様
に
︑
興
奮
を
帯
び
た
様
子
で
﹁
科
学
﹂
の
こ
と
を

強
調
し
て
お
り
︑
当
時
の
中
国
人
た
ち
が
い
か
に
﹁
科
学
﹂
に
熱
中
し
て
い
た

か
が
わ
か
る
︒

　
一
九
五
〇
・
六
〇
年
代
の
中
国
に
お
い
て
︑
地
質
学
専
門
書
は
極
め
て
少
な

か
っ
た
︒
傅
抱
石
の
個
人
蔵
書
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
︑
出
版
時

期
や
タ
イ
ト
ル
か
ら
推
論
を
述
べ
た
い
︒
こ
の
﹃
地
貌
学
﹄
と
記
さ
れ
た
本
は
︑

﹃
地
貌
学
原
理
﹄（
地
質
出
版
社
︑
一
九
五
四
年
）
を
指
す
可
能
性
が
高
い
︒
こ

の
本
は
ソ
連
の
地
質
学
者
ボ
ン
ダ
ル
ク
ク
（
本
書
に
よ
る
中
国
語
訳
名
は
﹁
邦
达

楚
克
﹂︑Владимир Гаврилович Бондарчук, 

一
九
〇
五
年
︱
一
九
九
三
年
）
著
作
の

中
国
語
訳
本
で
あ
る
︒
版
権
頁
に
掲
載
さ
れ
た
説
明
文
に
よ
れ
ば
︑
ロ
シ
ア
語

の
原
本
は
一
九
四
九
年
に
︑
ソ
連
の
総
合
大
学
や
師
範
学
校
の
指
定
教
科
書
と

し
て
モ
ス
ク
ワ
で
出
版
さ
れ
た
︒
表
紙
や
版
権
頁
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
に
よ
る

と
︑
こ
の
中
国
語
訳
本
も
﹁
中
央
人
民
政
府
地
質
部
推
薦
　
高
等
学
校
教
材
試

用
本
﹂
と
し
て
︑
当
時
の
高
等
学
校
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒﹁
地
貌

学
﹂
は
日
本
語
で
は
一
般
的
に
﹁
地
形
学
﹂（
英
語
：geom

orphology

）
と
呼
ば

れ
︑
主
に
地
球
の
表
面
上
を
構
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
地
形
の
記
載
・
分
類
・
成
因

な
ど
の
研
究
を
指
す
︒
十
九
世
紀
に
地
質
学
（
英
語
：geology

）
の
一
分
野
と

し
て
発
展
し
始
め
た
が
︑
現
在
で
は
独
立
し
た
学
科
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な

﹃
地
貌
学
原
理
﹄
の
特
徴
を
踏
ま
え
る
と
︑
傅
抱
石
は
﹃
写
山
要
法
﹄
を
出
版

し
た
一
九
五
七
年
前
後
の
時
点
で
︑
専
門
的
な
地
質
学
の
文
献
を
求
め
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
︒
さ
ら
に
言
え
ば
︑
ド
イ
ツ
の
地
質
学
専
門
家
で
あ
る
﹁
舒
勒

教
授
（Prof. Schüler

）
（
53
）

﹂
と
交
流
し
た
記
録
も
あ
る
︒
一
九
五
〇
年
代
末
期
の
傅

抱
石
は
︑
写
生
旅
行
に
よ
る
実
地
調
査
や
理
論
的
な
勉
学
に
よ
っ
て
︑﹃
写
山

要
訣
﹄
の
内
容
を
超
え
て
︑
独
自
の
地
質
学
画
論
や
表
現
方
法
を
構
築
し
は
じ

め
て
い
た
の
だ
︒

　
傅
抱
石
の
学
生
や
後
継
者
の
中
で
︑
多
く
の
人
は
地
質
学
画
論
を
受
け
入
れ
︑

自
分
の
作
品
に
地
質
的
特
徴
を
表
現
す
る
こ
と
を
重
要
視
し
た
︒
例
え
ば
︑
黄
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名
芊
は
独
自
の
﹁
沙
漠
皴
﹂
で
沙
漠
を
描
き
︑
名
を
馳
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

傅
抱
石
を
代
表
と
し
て
一
九
六
〇
年
代
の
江
蘇
省
で
形
成
さ
れ
た
﹁
新
金
陵
画

派
﹂（
金
陵
と
は
︑
南
京
の
古
称
で
あ
る
）
は
︑
実
景
写
生
や
地
質
学
の
活
用
を

特
徴
と
し
︑
二
十
世
紀
の
中
国
画
壇
で
極
め
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
︒

お
わ
り
に

　
傅
抱
石
は
日
本
留
学
時
代
の
一
九
三
三
年
か
ら
︑
高
島
北
海
の
﹃
写
山
要

訣
﹄
に
触
れ
て
︑
こ
れ
を
高
く
評
価
し
て
い
た
︒
彼
に
よ
る
訳
書
﹃
写
山
要

法
﹄
は
︑
一
九
五
〇
・
六
〇
年
代
に
お
い
て
︑
中
国
の
山
水
画
改
造
活
動
を
契

機
に
出
版
さ
れ
た
︒
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
新
様
式
を
作
り
だ
す
た
め
に
︑

傅
抱
石
は
自
分
の
絵
画
制
作
に
﹃
写
山
要
訣
﹄
の
地
質
学
画
論
を
活
用
し
︑
さ

ら
に
地
質
的
画
論
の
宣
伝
や
紹
介
を
積
極
的
に
行
っ
た
︒

　
以
上
の
通
り
︑
本
論
で
は
﹃
写
山
要
法
﹄
が
中
国
人
読
者
に
と
っ
て
よ
り
受

け
入
れ
や
す
い
も
の
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
述
し
た
︒
傅

抱
石
の
翻
訳
作
業
は
︑
結
果
的
に
高
島
北
海
原
著
﹃
写
山
要
訣
﹄
の
日
本
の
画

論
書
と
い
う
特
性
を
弱
め
た
︒
加
筆
修
正
と
注
釈
を
通
し
て
︑
地
質
学
画
論
と

中
国
古
代
の
山
水
画
理
論
の
関
係
性
を
強
く
押
し
出
し
︑
中
国
美
術
に
は
写
実

の
伝
統
が
あ
り
な
が
ら
美
術
の
先
進
国
で
あ
る
と
い
う
主
張
も
織
り
込
ん
で
い

る
︒
そ
の
た
め
︑
高
島
北
海
の
地
質
学
画
論
は
︑
中
国
本
来
の
写
実
的
な
伝
統

を
継
承
し
︑
ま
た
科
学
的
な
地
質
学
を
体
得
す
る
方
法
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
︒

　
傅
抱
石
自
身
は
﹃
写
山
要
法
﹄
の
原
著
者
の
存
在
を
不
透
明
に
さ
せ
る
意
図

は
な
か
っ
た
が
︑
結
果
と
し
て
多
数
の
読
者
が
誤
認
し
︑
高
島
北
海
は
地
質
学

者
と
し
て
認
識
さ
れ
︑
本
書
は
傅
抱
石
が
地
質
学
理
論
を
参
照
し
て
編
纂
し
た

も
の
だ
と
理
解
さ
れ
て
き
た
︒
こ
れ
は
傅
抱
石
が
高
島
北
海
の
人
物
像
に
つ
い

て
具
体
的
に
言
及
せ
ず
︑
地
質
学
の
重
要
性
を
繰
り
返
し
強
調
し
た
こ
と
が
主

た
る
要
因
で
あ
る
︒
加
え
て
︑
日
中
両
国
に
お
い
て
高
島
北
海
の
関
連
研
究
が

欠
け
て
い
た
点
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
︒

　
以
上
︑
二
つ
の
要
因
が
絡
ま
り
合
っ
て
︑
中
国
の
美
術
史
に
お
い
て
高
島
北

海
の
存
在
は
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
︒
し
か
し
︑
高
島
北
海
の
地
質
学
画

論
は
︑
傅
抱
石
を
通
じ
て
新
金
陵
画
派
を
は
じ
め
︑
多
く
の
中
国
画
家
に
深
い

影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
︒
山
水
画
に
地
質
学
を
導
入
す
る
試
み
は
︑
日

本
で
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
が
︑
中
国
で
は
高
く
評
価
さ
れ
︑
そ
し
て
広
く
受

容
さ
れ
︑
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
中
国
画
壇
で
開
花
し
た
︒

注（
1
）  
こ
こ
で
代
表
的
な
出
版
物
数
点
を
羅
列
す
る
︒
日
本
で
は
﹃
傅
抱
石
の
絵
画
　
特
別

陳
列
︱
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
史
料
図
書
館
所
蔵
︱
﹄（
一
九
九
五
年
︑
渋
谷
区
立
松
濤

美
術
館
の
展
覧
会
図
録
）︑﹃
20
世
紀
中
国
画
壇
の
巨
匠
　
傅
抱
石
　
日
中
美
術
交
流
の

か
け
橋
﹄（
一
九
九
九
年
︑
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
の
展
覧
会
図
録
）
な
ど
が
あ
る
︒
ア

メ
リ
カ
で
はC
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（
二
〇
一
二
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年
︑
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
や
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
展
覧
会
図
録
）
な
ど
が

あ
る
︒
中
国
で
は
﹃
其
命
唯
新
：
傅
抱
石
百
年
诞
辰
纪
念
文
集
﹄（
傅
抱
石
記
念
館
編
︑

河
南
美
術
出
版
社
︑
二
〇
〇
五
年
）︑﹃
傅
抱
石
研
究
文
集
﹄（
傅
抱
石
研
究
会
編
︑
上
海

書
画
出
版
社
︑
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が
あ
る
︒

（
2
）  

金
折
裕
司
﹁
高
島
北
海
と
日
本
最
初
の
広
域
地
質
図
﹂﹃
応
用
地
質
﹄
第
五
三
巻
第
二

号
︑
二
〇
一
二
年
︑
八
九
︱
九
七
頁
︒

（
3
）  

高
島
北
海
﹁
東
洋
画
に
就
て
﹂﹃
美
術
新
報
﹄
第
二
巻
一
四
号
︑
一
九
〇
三
年
︒
高
島

北
海
﹁
地
質
と
皴
法
﹂﹃
日
本
美
術
﹄
第
六
三
号
︑
一
九
〇
四
年
︒

（
4
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
訣
﹄︑
東
洋
堂
︑
一
九
〇
三
年
︑
一
︱
二
頁
︒

（
5
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
一
頁
︒

（
6
）  

傅
抱
石
の
渡
日
は
︑
二
回
に
分
け
ら
れ
る
︒
第
一
回
目
は
︑
一
九
三
二
年
九
月
か
ら

一
九
三
三
年
六
月
ま
で
で
︑
二
回
目
は
︑
一
九
三
三
年
九
月
か
ら
一
九
三
五
年
六
月
ま

で
で
あ
る
︒

（
7
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
一
頁
︒

（
8
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
一
頁
︒

（
9
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
二
頁
︒

（
10
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
一
頁
︒

（
11
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
一

︱
二
頁
︒

（
12
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
二
頁
︒

（
13
）  

徐
悲
鸿
﹁
漫
谈
山
水
画
﹂﹃
新
建
设
﹄
第
一
卷
第
一
二
期
︑
一
九
五
〇
年
︒

（
14
）  

李
可
染
﹁
谈
中
国
画
的
改
造
﹂﹃
人
民
美
术
﹄
創
刊
号
︑
一
九
五
〇
年
︒

（
15
）  

叶
錦
﹃
艾
青
年
谱
长
编
﹄︑
人
民
文
学
出
版
社
︑
二
〇
一
〇
年
︒

（
16
）  

艾
青
﹁
谈
中
国
画
﹂﹃
文
艺
报
﹄
一
五
期
︑
一
九
五
三
年
︒
関
連
す
る
議
論
が
多
く
存

在
す
る
︒
参
考
と
し
て
︑
こ
こ
で
一
部
を
羅
列
す
る
︒

 
 

 

于
非
闇
﹁
从
艾
青
同
志
的
《
谈
中
国
画
》
说
起
﹂﹃
文
艺
报
﹄
一
一
期
︑
一
九
五
六
年
︒

 
 

 

俞
剣
華
﹁
读
艾
青
同
志 《
谈
中
国
画
》﹂﹃
文
艺
报
﹄
一
一
期
︑
一
九
五
六
年
︒

 
 

 

秦
仲
文
﹁
读
艾
青
《
谈
中
国
画
》
和
看
中
国
画
展
览
后
﹂﹃
文
艺
报
﹄
一
二
期
︑

一
九
五
六
年
︒

 
 

 

宋
仪
﹁
发
扬
国
画
的
传
统
不
能
因
噎
废
食
（
俞
剑
华
同
志
《
读
艾
青
同
志
〈
谈
中
国

画
〉》
―
文
读
后
）﹂﹃
文
汇
报
﹄
二
四
期
︑
一
九
五
六
年
︒

（
17
）  

江
蘇
省
内
部
や
周
辺
地
の
写
生
活
動
を
除
き
︑
長
時
間
か
つ
長
距
離
の
旅
行
経
歴
を

挙
げ
る
と
︑
以
下
の
よ
う
に
な
る
︒

 
 

一
九
五
七
年
の
東
欧
写
生
︑
一
九
五
九
年
の
湖
南
省
韶
山
写
生
︑
一
九
六
〇
年
の

﹁
二
万
三
千
里
﹂（
江
蘇
省
・
河
南
省
・
陝
西
省
・
四
川
省
・
湖
南
省
・
広
東
省
な
ど
）

写
生
︑
一
九
六
一
年
の
東
北
写
生
︑
一
九
六
二
年
の
浙
江
省
写
生
︑
一
九
六
三
年
の
江

西
省
写
生
︒

（
18
）  

林
木
﹃
傅
抱
石
评
传
﹄︑
上
海
書
画
出
版
社
︑
二
〇
〇
九
年
︒

（
19
）  

傅
抱
石
﹁
壬
午
重
庆
画
展
自
序
﹂
傅
抱
石
著
、
葉
宗
鎬
編
﹃
傅
抱
石
美
术
文
集
﹄︑
上

海
古
籍
出
版
社
︑
二
〇
〇
三
年
︑
三
二
六
頁
︒

（
20
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
二
頁
︒

（
21
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
訣
﹄︑
東
洋
堂
︑
一
九
〇
三
年
︑
二
〇
︑ 

二
三
︑ 

二
四
︑ 

二
七
︑ 

三
六
︑ 

四
三
︑ 

四
六
︑ 

六
三
︑ 

六
九
︑ 

七
一
︑ 

七
四
頁
︒

（
22
）  

ま
た
︑︽
東
北
遊
写
景
︾
図
巻
の
所
蔵
者
は
︑
高
島
北
海
を
東
京
画
壇
に
誘
っ
た
杉
孫

七
郎
で
あ
る
が
︑
傅
抱
石
は
松
孫
七
郎
と
誤
訳
し
た
︒
校
正
ミ
ス
で
あ
ろ
う
か
︒
日
本

絵
画
に
関
係
す
る
内
容
へ
の
傅
抱
石
の
無
関
心
が
︑
こ
こ
か
ら
も
窺
え
る
︒
高
島
北
海

﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
四
頁
︒

（
23
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
三
頁
︒

（
24
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
八
頁
︒

（
25
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
訣
﹄︑
東
洋
堂
︑
一
九
〇
三
年
︑
二
七
頁
︒

（
26
）  
高
島
北
海
﹃
写
山
要
訣
﹄︑
東
洋
堂
︑
一
九
〇
三
年
︑
七
一
頁
︒

（
27
）  
傅
抱
石
に
よ
る
注
解
④
・
⑤
︒
高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美

術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
六
頁
︒

（
28
）  

傅
抱
石
に
よ
る
注
解
⑦
︒
高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
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版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
三
四
頁
︒

（
29
）  
高
島
北
海
﹃
写
山
要
訣
﹄︑
東
洋
堂
︑
一
九
〇
三
年
︑
九
︱
一
〇
頁
︒

（
30
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
五
頁
︒

（
31
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
訣
﹄︑
東
洋
堂
︑
一
九
〇
三
年
︑
二
一
頁
︒

（
32
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑

一
三
三
頁
︒

（
33
）  

傅
抱
石
に
よ
る
注
解
⑥
︒
高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出

版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
三
四
頁
︒

（
34
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
訣
﹄︑
東
洋
堂
︑
一
九
〇
三
年
︑
五
一
頁
︒
高
島
北
海
﹃
写
山
要

法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
三
三
頁
︒

（
35
）  

中
国
絵
画
衰
退
論
と
は
︑
南
北
宗
論
（
文
人
画
論
）
の
誤
り
ゆ
え
に
︑
中
国
絵
画
の

衰
退
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
︑
と
す
る
説
で
あ
る
︒
清
末
の
維
新
派
の
リ
ー
ダ
ー
康
有
為

（
一
八
五
八
年
︱
一
九
二
七
年
）
の
﹃
万
木
草
堂
蔵
画
目
﹄（
一
九
一
七
年
）
や
革
命
派

の
代
表
で
あ
る
陳
独
秀
（
一
八
七
九
年
︱
一
九
四
二
年
）
の
﹁
答
呂
澂
：
美
術
革
命
﹂

（
一
九
一
八
年
）
を
は
じ
め
︑
二
十
世
紀
前
中
期
の
中
国
の
輿
論
の
中
で
盛
ん
に
唱
え
ら

れ
︑
日
本
や
西
洋
に
ま
で
波
及
し
た
︒
傅
抱
石
は
こ
の
説
に
激
し
く
反
対
し
て
い
た
︒

（
36
）  

二
十
世
紀
初
期
の
日
本
人
に
よ
る
中
国
絵
画
に
対
す
る
評
価
の
変
化
に
つ
い
て
︑
久

世
夏
奈
子
氏
の
研
究
が
参
考
に
な
る
︒
久
世
夏
奈
子
﹁﹃
國
華
﹄
に
み
る
古
渡
の
中
国
絵

画
︱
︱
近
代
日
本
に
お
け
る
「
宋
元
画
」
と
文
人
画
評
価
の
成
立
﹂﹃
日
本
研
究
﹄
第

四
七
集
︑
二
〇
一
三
年
三
月
︑
五
三
︱
一
〇
八
頁
︒
久
世
夏
奈
子
﹁﹃
國
華
﹄
に
み
る
新

来
の
中
国
絵
画
︱
︱
近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
美
術
観
の
一
事
例
と
し
て
﹂﹃
國
華
﹄
第

一
一
七
編
第
六
冊
︑
二
〇
一
二
年
一
月
︑
五
︱
一
七
頁
︒

（
37
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
訣
﹄︑
東
洋
堂
︑
一
九
〇
三
年
︑
五
〇
頁
︒

（
38
）  

高
島
北
海
﹃
写
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要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑

三
二
頁
︒

（
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）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑

三
四
頁
︒

（
40
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
訣
﹄︑
東
洋
堂
︑
一
九
〇
三
年
︑
一
一
頁
︒
高
島
北
海
﹃
写
山
要

法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
六
頁
︒

（
41
）  

傅
抱
石
に
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解
⑩
︒
高
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海
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写
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要
法
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傅
抱
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訳
︑
上
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美
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版
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一
九
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七
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六
頁
︒

（
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）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
訣
﹄︑
東
洋
堂
︑
一
九
〇
三
年
︑
三
四
頁
︒

（
43
）  

傅
二
石
﹃
傅
二
石
谈
傅
抱
石
﹄︑
山
東
画
報
出
版
社
︑
二
〇
一
八
年
︑
一
五
頁
︒ 

（
44
）  

﹁
傅
二
石
年
表
﹂
に
よ
る
︒
傅
二
石
﹃
傅
二
石
谈
傅
抱
石
﹄︑
山
東
画
報
出
版
社
︑

二
〇
一
八
年
︑
八
七
頁
︒

（
45
）  

沈
左
尭
﹁
傅
抱
石
开
创
中
国
画
的
新
境
界
﹂
傅
抱
石
研
究
会
編
﹃
傅
抱
石
研
究
文
集
﹄︑

上
海
書
画
出
版
社
︑
二
〇
〇
九
年
︑
九
五
︱
九
六
頁
︒

（
46
）  

沈
左
尭
﹁
傅
抱
石
的
艺
术
成
就
﹂
江
西
政
協
文
史
研
究
委
員
会
・
新
余
市
政
協
文
史

資
料
研
究
委
員
会
編
﹃
江
西
文
史
资
料
选
辑
・
第
四
四
期

　
傅
抱
石
﹄︑
江
西
人
民
出
版

社
︑
一
九
九
二
年
︑
九
七
頁
︒

（
47
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
一
九
五
七
年
︑
一
頁
︒

（
48
）  

高
島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
浙
江
人
民
美
術
出
版
社
︑
二
〇
一
八
年
︒
高

島
北
海
﹃
写
山
要
法
﹄
傅
抱
石
訳
︑
上
海
人
民
美
術
出
版
社
︑
二
〇
一
九
年
︒

（
49
）  

黄
名
芊
﹃
笔
墨
江
山
：
傅
抱
石
率
团
写
生
实
录
﹄︑
人
民
美
術
出
版
社
︑
二
〇
〇
五
年
︑

一
六
五
頁
︒

（
50
）  

曹
汶
﹁
继
往
开
来
的
画
坛
一
代
宗
师
―
深
切
怀
念
恩
师
抱
石
先
生
﹂
江
西
政
協
文
史

研
究
委
員
会
・
新
余
市
政
協
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編
﹃
江
西
文
史
资
料
选
辑
・
第

四
四
期

　
傅
抱
石
﹄︑
江
西
人
民
出
版
社
︑
一
九
九
二
年
︑
一
三
九
頁
︒

（
51
）  

黄
名
芊
﹃
笔
墨
江
山
：
傅
抱
石
率
团
写
生
实
录
﹄︑
人
民
美
術
出
版
社
︑
二
〇
〇
五
年
︑

一
六
五
頁
︒

（
52
）  
宋
振
庭
﹁
关
于
傅
抱
石
先
生
﹂
江
西
政
協
文
史
研
究
委
員
会
・
新
余
市
政
協
文
史
資

料
研
究
委
員
会
編
﹃
江
西
文
史
资
料
选
辑
・
第
四
四
期

　
傅
抱
石
﹄︑
江
西
人
民
出
版
社
︑

一
九
九
二
年
︑
三
六
頁
︒

（
53
）  

沈
左
尭
﹁
傅
抱
石
开
创
中
国
画
的
新
境
界
﹂
傅
抱
石
研
究
会
編
﹃
傅
抱
石
研
究
文
集
﹄︑
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上
海
書
画
出
版
社
︑
二
〇
〇
九
年
︑
九
三
頁
︒
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